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１ 点検及び評価の趣旨 

  地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条の規定により、教育委員会は、毎

年、学識経験を有する者の知見を活用して、教育委員会の権限に属する事務の管理及び

執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、議会に提

出するとともに、公表しなければならないことになっています。 

  本市教育委員会は、法の趣旨にのっとり、効果的な教育行政の推進に資するため、教

育委員会に関する事務の管理及び執行の状況に関する点検及び評価を実施し、毎年その

結果を報告書にまとめています。 

 

２ 点検及び評価の対象等 

教育委員会の事務事業は、本市の第６次坂戸市総合振興計画の平成２４年度から令和

３年度までの１０年間を計画期間として策定されています。 

教育委員会の事務事業に係る点検及び評価の対象事業については、第６次坂戸市総合

振興計画の「学校教育」、「社会教育」、「青少年の健全育成」、「文化の振興・保護」

及び「スポーツ・レクリエーション」に関し、教育委員会が所管する事務事業を対象と

し、新規事業、重点的に取り組んだ事業及び数年周期のローテーションにより順次点検

している事業の中から事務事業を選定し、点検及び評価を行いました。また、総合教育

会議の開催状況の一覧表等を作成しました。 

 

３ 点検及び評価の方法 

 (1) 点検及び評価の客観性を確保するため、外部評価委員として教育に関し学識経験を

有する外部の方を委嘱し、その知見を活用しました。 

(2) まず、点検及び評価に当たっては、平成３０年度の１９事務事業について目的、実

施状況、成果等について自己評価を行い、事務事業評価シートを作成しました。 

次に、各課長等から外部評価委員に、事務事業評価シートに基づき説明等を行い、

その後、外部評価委員から、外部評価に関する報告書をいただきました。 

 

４ 点検及び評価の構成 

 (1) 基本計画 

第６次坂戸市総合振興計画の「学校教育」、「社会教育」、「青少年の健全育成」、

「文化の振興・保護」及び「スポーツ・レクリエーション」に分類しました。 

 (2) 施策の方針 

   基本計画の施策の方針を掲載しています。 

 (3) 平成３０年度の主な事務事業の目標、実績、自己評価、外部評価等 

   平成３０年度に実施した主な事務事業の目標、実績、評価等を掲載しています。 

    ア 指標に対する達成度 

    個々の事務事業に対して指標を設定し、平成３０年度の目標とその実績としての

達成率等を掲載しています。 

  

◆ 点検及び評価の趣旨等 



 - 2 -

 

 イ 外部評価 

  (ア)項目別評価 

     次の表の項目別の評価を掲載しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(イ)外部評価委員からの主な意見 

外部評価委員の方々からいただいた御意見について、事業ごとに掲載していま

す。 

(ウ)外部評価をしていただいた外部評価委員は、次のとおりです。（敬称略） 

     〇渡 邉 庸 久 （元毛呂山町教育委員会教育長） 

〇志 賀 康 子 （坂戸市子ども会育成会連絡協議会会長） 
  

○必要性・・・・「高い」：「検討の余地有」：「低い」 

  （・市民ニーズに対応しているか。・行政関与の必要性はあるか。） 

○有効性・・・・「高い」：「高める余地有」：「低い」 

  （・目的とした効果はあるか。） 

○効率性・・・・「効率的である」：「高める余地有」：｢効率的ではない｣ 

  （・コスト面・業務面等効率的に執行されているか。・民間委託や他事業

の統合・連携が可能か。） 

○方向性・・・・「見直し（改善・効率化、縮小、統合、拡充）」：「継

続」：「終了」：「休止」：「廃止」 
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１ 教育内容の充実 

   「確かな学力」「健康・体力」「豊かな人間性」を基盤とする「生きる力」を育む

教育を充実します。 

 ２ 教育環境の整備 

   安心して学習、学校生活が送れるよう、より良い教育環境の整備に努めます。 

 ３ 教育の機会均等の確保 

   教育の機会均等、有能な人材の育成等を図るため、幼稚園、小中学校、高等学校、

大学及び専修学校への入学または就学に係る費用等を負担する保護者に援助します。 
 

                 

 

１ 教育内容の充実 

事業名 英語力向上推進事業           所管 学校教育課 

事 業 内 容 

中学生の英語力向上を図るため、市立中学校に通う全ての生徒に実用英

語技能検定（英検）を受験する機会を設け、中学校卒業までに英検３級以

上の合格者の割合を５０％以上にするとともに、保護者の負担軽減を図り

ます。 

指 標 ３０年度目標 ３０年度実績 

市立中学校の生徒

の 英 検 受 験 率 
100％ 98％ 

中学３年生で英検

３級以上の合格者

の 割 合 

50％ 43％ 

指 標 に 対 す る 

達 成 度 

・生徒の英検受験率：98％ 

・中学３年生で英検３級以上の合格者

の割合：86％ 

生徒の英検受験率は、目標どおり達

成できました。 

中学３年生で英検３級以上の合格者

の割合は、達成できませんでした

が、平成３０年度の全国平均４２．

６％を上回る結果となりました。 

自己 

評価 

【評価、意見等】市立中学校の全ての生徒に英検を受験する機会を設けることは、生徒の

英語学習に対する意欲を高め、グローバル社会に生きる生徒の「生きる力」を育む一助と

なることから、事業の継続が必要であると考えます。 

外部 

評価 

必要性 有効性 効率性 方向性 

高い 高い 効率的である 継続 

【外部評価委員からの主な意見】中学校卒業までに英検３級以上の合格者の割合を５０％

以上にするという具体的な目標を掲げて取り組み、平成３０年度において全国平均を上回

る成果を上げていることは評価できます。グローバル社会に生きる生徒の「生きる力」を

育む一助として、受験費用を公費で負担することは、保護者の負担軽減及び生徒の英語学

習に対する意欲の向上につながるため、有効性は高いと考えます。 

 

 

◆ 平成３０年度分対象事業の点検及び評価

基本計画  学校教育 

施策の方針 

平成３０年度の主な事務事業の目標、実績、自己評価、外部評価等 
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事業名 学校図書館整備事業           所管 学校教育課 

事 業 内 容 

読書により、児童生徒の学習に対する興味や関心を呼び起こし、想像力

豊かな心を育むとともに、調べ学習に向けた図書資料の充実を図るため、

児童生徒に必要な図書を購入し、学校図書館の充実を図ります。 

指 標 ３０年度目標 ３０年度実績 

学 校 図 書 館 用 

購 入 図 書 数 
9,100冊 9,082冊 

学校図書充足率 100％ 97％ 

指 標 に 対 す る 

達 成 度 

・購入図書数：99％ 

・学校図書充足率：97％ 

おおむね目標どおり達成できまし

た。 

自己 

評価 

【評価、意見等】読書は、知的活動を増進し、想像力を高め、人間形成をし、情操を養う

上で重要であることから、読書活動支援員、学校図書ボランティア等の協力を得るととも

に、市立図書館と連携し、児童生徒が読んでみたいと思える図書の充実に努めます。 

外部 

評価 

必要性 有効性 効率性 方向性 

高い 高い 高める余地有 継続 

【外部評価委員からの主な意見】幼少期における読書の重要性は、言を待たない。学校図

書の充足率を高めるとともに、学校間における横断的な流通システムを構築し、蔵書の有

効活用を図っていただきたい。児童生徒が一冊でも多くの本に触れ、読書することによる

知的活動を増進し、想像力を高め、人間形成をし、情操を養うことは、重要であります。

読書の楽しさや面白さを伝えることにより、健全な発達を図り、学校教育の充実につなげ

ていただくことを希望します。 

 

事業名 私立幼稚園等特別支援教育費補助事業          所管 教育総務課 

事 業 内 容 

心身に障害等のある幼児の市内の私立幼稚園等への就園を促進するた

め、支援を必要とする園児に係る特別支援職員の雇用経費の一部を補助し

ます。 

指 標 ３０年度目標 ３０年度実績 

補 助 人 数 25人 19人 

補 助 金 額 4,924,000円 3,424,000円 

指 標 に 対 す る 

達 成 度 

・補助人数：76％ 

・補助金額：69％ 

対象となる園児を確認し、補助金を

交付することにより、特別支援教育

の充実と振興を図ることができまし

た。 

自己 

評価 

【評価、意見等】心身に障害等のある幼児が年々増加傾向にあり、事業の継続が必要であ

ると考えます。 

外部 

評価 

必要性 有効性 効率性 方向性 

高い 高い 効率的である 継続 

【外部評価委員からの主な意見】心身に障害等がある幼児が年々増加傾向にあるため、早

期発見と早期治療が重要と言われています。周囲の適切な対応や一人ひとりの人権尊重教

育のためにも、幼児期における特別支援職員の配置は重要であると思います。 
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事業名 インターナショナルアシスト事業          所管 学校教育課 

事 業 内 容 
学校生活の中で生活習慣や言語において指導が必要と思われる外国籍の

児童生徒に対して、非常勤講師を派遣して日本語指導等を行います。 

指 標 ３０年度目標 ３０年度実績 

派 遣 講 師 数 1人 2人 

対象児童生徒数 30人 36人 

指 標 に 対 す る 

達 成 度 

・派遣講師数：200％ 

・対象児童生徒数：120％ 
目標どおり達成できました。 

自己 

評価 

【評価、意見等】日本語が話せない児童生徒等は、学習が理解できずに不登校になる可能

性もあります。円滑な学校運営の推進と児童生徒の学習意欲の向上の観点からも、事業の

継続が必要であると考えます。 

外部 

評価 

必要性 有効性 効率性 方向性 

高い 高い 効率的である 継続 

【外部評価委員からの主な意見】学校生活の中で個別に指導を要する外国籍の児童生徒に

対し、日本語指導を行うことは必要であると考えます。 

 

事業名 中学校社会体験チャレンジ事業 所管 学校教育課 

事 業 内 容 
中学校の１年生と２年生を対象に、事業所等での職場体験や福祉体験活

動を３日間行います。 

指 標 ３０年度目標 ３０年度実績 

社会体験事業所数 253箇所 253箇所 

参 加 生 徒 数 970人 902人 

指 標 に 対 す る 

達 成 度 

・社会体験事業所数：100％ 

・参加生徒数：92％ 
目標どおり達成できました。 

自己 

評価 

【評価、意見等】中学校では経験できない貴重な体験を通して、社会性、自立心等を養う

ことは重要であり、事業の継続が必要であると考えます。 

外部 

評価 

必要性 有効性 効率性 方向性 

高い 高い 効率的である 継続 

【外部評価委員からの主な意見】中学生が地域の事業所等に出向き、職場体験をすること

により、社会性や職業観を醸成することは、誠に意義のあることと考えます。 
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２ 教育環境の整備 

事業名 学校プレハブ借上事業 所管 教育総務課 

事 業 内 容 

入西小学校、若宮中学校及び桜中学校において、児童・生徒数の増加に

伴い、普通教室数の不足に対応するため、プレハブ校舎を借り上げていま

す。また、城山中学校においては、施設一体型小中一貫校の実施に伴い、

中学校内に小学生低学年用のプレハブ校舎を借り上げています。 

指 標 ３０年度目標 ３０年度実績 

プレハブ校舎借上数 5校舎 5校舎 

指 標 に 対 す る 

達 成 度 
プレハブ校舎借上数：100％ 目標どおり達成できました。 

自己 

評価 

【評価、意見等】一時的な児童・生徒数の増加の対策方法として、校舎建設よりも安価で

あるプレハブ校舎を借り上げることは有効と考えます。 

外部 

評価 

必要性 有効性 効率性 方向性 

高い 高い 効率的である 継続 

【外部評価委員からの主な意見】一時的な児童・生徒数の増加の対策方法としては、校舎

建設よりも安価です。教室環境も良好に担保されているプレハブ校舎を借り上げることは

妥当であると考えます。 

 

３ 教育の機会均等の確保 

事業名 小・中学校就学援助事業（給食費） 所管 教育総務課 

事 業 内 容 

全ての児童生徒が学校給食の提供を等しく受けられるようにすることを

目的として、就学援助認定要件に該当する保護者に、児童生徒の給食費を

補助します。 

指 標 ３０年度目標 ３０年度実績 

補 助 対 象 者 975人 1,099人 

指 標 に 対 す る 

達 成 度 
・補助対象者：112％ 目標どおり達成できました。 

自己 

評価 

【評価、意見等】全ての児童生徒が学校給食の提供を等しく受けられるようにするために

は、就学援助認定要件に該当する保護者に、給食費の補助を行う必要があると考えます。 

外部 

評価 

必要性 有効性 効率性 方向性 

高い 高い 効率的である 継続 

【外部評価委員からの主な意見】全ての児童・生徒が等しく学校給食の提供を受け、心身

の健全な発達が図られるよう、該当する保護者に給食費を補助することは必要です。今後

も継続的に補助をお願いします。 
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 １ 生涯学習社会の構築 

   市民自ら適切な学習機会を選択し、自主的な学習ができるよう、学習情報の収集・

提供及び学習相談体制の整備を図り、学習成果を生かした生涯学習によるまちづくり

を推進します。 

 ２ 社会教育の充実 

   社会教育施設の整備・充実を図るとともに、学校教育との連携を強化し、学びの機

会を拡充します。 

 ３ 公民館等の充実 

   市民の学習ニーズに即した公民館等事業を推進するとともに、クラブ、サークル等

の支援・育成を行います。 

 ４ 図書館の充実 

   社会の様々な変化に伴い高度化及び多様化する市民の学習要求や課題解決に適切に

対応するため、図書館の充実を図ります。 

                 

 

１ 社会教育の充実 

事業名 人権教育推進事業 所管 社会教育課 

事 業 内 容 

人権教育に関わる指導者等の資質の向上と市民の人権意識の向上を図る

ことを目的に、公民館等人権講座、研修会への派遣、集会所事業、人権教

育指導者等研修会等を行っています。 

指 標 ３０年度目標 ３０年度実績 

公民館等人権講座 

開 催 回 数 
31回 31回 

公民館等人権講座 

参 加 者 数 
1,300人 1,344人 

指 標 に 対 す る 

達 成 度 

・開催回数：100％ 

・参加者数：103％ 
目標どおり達成できました。 

自己 

評価 

【評価、意見等】地域の実情に応じた人権講座や研修会を開催するために、それらの方法

及び内容の設定等を工夫し、事業を推進します。 

外部 

評価 

必要性 有効性 効率性 方向性 

高い 高い 効率的である 継続 

【外部評価委員からの主な意見】様々な人権が叫ばれる中で、市民一人ひとりが正しく理

解し、共に人権が尊重される共生社会となることは、大変重要なことです。今後も人権講

座や研修会の方法や内容の設定を工夫して、人権意識の高揚と差別解消のため、人権講

座・研修会や啓発を繰り返していく必要があります。時代の変化に対応した指導者の育成

は、行政の重要な責務と考えます。 

 

 

 

 

 

基本計画  社会教育 

施策の方針 

平成３０年度の主な事務事業の目標、実績、自己評価、外部評価等 
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事業名 公民館地震防災対策事業          所管 中央公民館 

事 業 内 容 

耐震基準が改められた昭和５６年以前に建築された公民館について、耐

震診断を行い、補強の必要があると認められた場合は、耐震補強設計及び

工事を行います。 

指 標 ３０年度目標 ３０年度実績 

工 事 1か所 1か所 

指 標 に 対 す る 

達 成 度 
・工事：100％ 目標どおり達成できました。 

自己 

評価 

【評価、意見等】昭和５６年以前に建築された公民館は、現在の耐震基準を満たしていな

い可能性が高いため、平成２６年度から順次耐震診断を実施してきました。今後も耐震診

断の結果に基づき耐震補強工事を行い、市民の安心・安全を確保する必要があると考えま

す。 

外部 

評価 

必要性 有効性 効率性 方向性 

高い 高い 高める余地有 継続 

【外部評価委員からの主な意見】市民の生涯学習の拠点であり、地域防災拠点施設である

公民館の安心・安全を確保することは必須です。いろいろな事情があることとは思います

が、補助金を有効に活用しながら、城山公民館の耐震補強工事も早急に取り組んでいただ

きたいと考えます。 

 

２ 公民館等の充実 

事業名 各種教室・講座等開催事業 所管 中央公民館 

事 業 内 容 
各種教室・講座等を通じて、実際生活に即した教養の向上、健康の増

進、生活文化の向上等を図ることを目的として実施しています。 

指 標 ３０年度目標 ３０年度実績 

教室・講座開催数 80講座 81講座 

教 室 ・ 講 座 

参 加 者 数 
3,812人 10,426人 

指 標 に 対 す る 

達 成 度 

・教室・講座開催数：101％ 
・教室・講座参加者数：273％ 目標どおり達成できました。 

自己 

評価 

【評価、意見等】公民館は、地域住民にとって最も身近な学びの拠点であり、今日まで生

涯学習の推進に大きな役割を果たしてきました。今後も地域住民の要望等を踏まえ、事業

効果に念頭を置きつつ、地域の拠点としての公民館の充実を図っていきたいと考えていま

す。 

外部 

評価 

必要性 有効性 効率性 方向性 

高い 高い 効率的である 継続 

【外部評価委員からの主な意見】地域住民にとって最も身近な学びの拠点であり、老若男

女が気軽に集い、高めあえる場所が地域の公民館であると思います。学習ニーズの把握に

努め、地域住民の視点に立った事業を展開していただきたいと思います。 
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３ 図書館の充実 

事業名 図書館資料整備事業 所管 図書館 

事 業 内 容 

市民の多様で高度な要望に応えられるよう、図書、地域資料及びＡＶ資

料を収集するとともに、ニューメディアによる資料提供を行います。ま

た、子ども達が本に親しむことができ、心の成長を支援できるよう児童図

書を充実させます。 

指 標 ３０年度目標 ３０年度実績 

貸 出 冊 点 数 500,000冊点 508,486冊点 

人口一人当たりの

貸 出 冊 点 数 
4.8冊点 5.03冊点 

指 標 に 対 す る 

達 成 度 

・貸出冊点数：101％ 

・人口一人当たりの貸出冊点数 

：104％ 

目標どおり達成できました。 

自己 

評価 

【評価、意見等】市民の要望等に応えて、図書館資料の整備を継続していますが、地域や

住民の課題解決を支援する機能の更なる向上に努め、情報拠点としての役割を高めていき

ます。また、子どもの読書活動推進のための資料整備に努めていきます。 

外部 

評価 

必要性 有効性 効率性 方向性 

高い 高い 効率的である 継続 

【外部評価委員からの主な意見】市民の多様で高度な要望に応えられるよう資料の充実を

図るとともに、子ども達が本に親しみ、心の成長を支援できるよう児童図書を充実してい

ただくようお願いします。また、公共施設や子育て支援課等との連携による読書環境の整

備は良いことだと思います。 

 

事業名 図書館電算システム整備事業 所管 図書館 

事 業 内 容 

図書館電算システムの充実及び整備を図り、インターネット、携帯電話

等からの利用に配慮したシステムの運用に努めます。 

また、市内の小中学校図書館の支援を目的とした学校図書館システムの

運用を行います。 

指 標 ３０年度目標 ３０年度実績 

図書資料予約総数 35,757件 37,935件 

システム利用によ

る図書等予約数 
25,124件 26,423件 

指 標 に 対 す る 

達 成 度 

・図書資料予約総数：106％ 

・システム利用による図書等予約数 

：105％ 

目標どおり達成できました。 

自己 

評価 

【評価、意見等】インターネットを活用した図書館利用へと市民ニーズも変化してきてい

ることや、多様化している市民ニーズに迅速に対応できることから、本事業は、図書館サ

ービスの向上及び事務の効率化に不可欠と考えます。 

外部 

評価 

必要性 有効性 効率性 方向性 

高い 高い 効率的である 継続 

【外部評価委員からの主な意見】市民ニーズの変化及び多様化に対するサービスの向上並

びに図書館業務の効率化のために、電算システムの整備は必要と考えます。 
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 １ 健全育成活動の充実 

   健全育成体制を充実させ、市民と協働して地域環境づくりを推進します。 

 ２ 健全な家庭づくりの推進 

   健全な家庭づくりを推進するための啓発活動を行います。 

 ３ 青少年活動の充実 

   青少年活動の充実を図り、青少年の地域活動への参加を促進します。 

                  

 

１ 健全育成活動の充実 

事業名 青少年地域ふれあい事業 所管 社会教育課 

事 業 内 容 

子ども達の居場所づくりを目的に、地域の方々が参画し、伝承遊び、ス

ポーツ・文化活動等を行う「放課後げんき教室」を実施しています。三芳

野小学校、勝呂小学校及び片柳小学校のほか、平成３０年１０月には、大

家小学校で新規開設しました。 

指 標 ３０年度目標 ３０年度実績 

開 催 回 数 103回 102回 

参 加 児 童 数 280人 293人 

指 標 に 対 す る 

達 成 度 

・開催回数：99％ 

・参加児童数：105％ 
目標どおり達成できました。 

自己 

評価 

【評価、意見等】今後も引き続き各学校のサポーターズクラブと連携しながら効率的な事

業展開を図っていきます。 

外部 

評価 

必要性 有効性 効率性 方向性 

高い 高い 効率的である 継続 

【外部評価委員からの主な意見】放課後に、子ども達の安全・安心な居場所が確保され、

地域の方々のサポートを得て、体験活動や交流活動が行われることは、子ども達の健全育

成のために、非常に有意義であると考えます。参加者の保護者からは好評であり、今後の

継続を希望します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策の方針 

平成３０年度の主な事務事業の目標、実績、自己評価、外部評価等 

基本計画  青少年の健全育成 
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 １ 文化活動の振興 

   文化施設を拠点とし、芸術文化催事の提供や文化団体の支援など、各種文化事業を

文化団体等との連携により促進します。 

２ 文化財の保護 

   文化財の調査・保存に努め、活用と市民への公開を推進するとともに、郷土に培わ

れた歴史・文化を保護します。 

                 

 

１ 文化財の保護 

事業名 文化財案内板設置事業 所管 社会教育課 

事 業 内 容 

既存の案内板の老朽化を改善するため、文化財の所在する場所に設置す

る案内板を建て替えるとともに、必要な箇所には新規に案内板を設置する

ことも視野に入れて事業を進めています。案内板の表示は、幅広い世代に

理解され、親しまれるような表現とすることで、地域資源である文化財の

普及及び啓発に努めています。 

指 標 ３０年度目標 ３０年度実績 

案 内 板 設 置 数 1基 1基 

案内板設置達成率 68％ 68％ 

指 標 に 対 す る 

達 成 度 

・案内板設置数：100％ 

・案内板設置達成率：100％ 
目標どおり達成できました。 

自己 

評価 

【評価、意見等】本事業は、文化財が市民共有の財産であり、ウォーキング等による訪問

者にとっても貴重な資源であることを勘案し、地域の歴史を学習することに加え、文化財

保護の意識を醸成するために効果的な事業であるため、継続できるよう努めていきます。 

外部 

評価 

必要性 有効性 効率性 方向性 

高い 高い 効率的である 継続 

【外部評価委員からの主な意見】市民共有の財産である文化財を地域資源として再認識し

ていただくためにも、地域の歴史を学習し、文化財保護の意識を醸成して郷土愛を高めて

いただければと願います。また、既存の看板等を活用したウォーキングや学習も進められ

ています。坂戸文化かるたと併せて、普及・啓発に行政も着眼し、積極的に推進していた

だきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本計画  文化の振興・保護 

施策の方針 

平成３０年度の主な事務事業の目標、実績、自己評価、外部評価等 
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事業名 指定文化財保護事業 所管 社会教育課 

事 業 内 容 

指定文化財は、関係者による適切な管理により、良好な状態を維持して

いますが、これら文化財そのものだけでなく、文化財を継承するために必

要な備品類等の修理、保存等をする事業に対し、補助を行っています。無

形民俗文化財に関しては、「坂戸市無形民俗文化財保存団体協議会」の

下、各保存会の意識改革と情報交換に努め、芸能上演を行う等活発に活動

しています。 

指 標 ３０年度目標 ３０年度実績 

補助金の活用団体数 28団体 28団体 

伝統芸能発表会 

参 加 団 体 数 
4団体 4団体 

指 標 に 対 す る 

達 成 度 

・補助金の活用団体数：100％ 

・伝統芸能発表会参加団体数:100％ 
目標どおり達成できました。 

自己 

評価 

【評価、意見等】地域における文化財の保存・管理活動は、関係者に定着し、文化財の価

値は、市民に周知されつつあります。文化財の保存団体の意識も主体性が見られるように

なり、後継者の新規加入などの動きもあって、事業の効果は表れているため、事業の継続

に努めたいと考えます。 

外部 

評価 

必要性 有効性 効率性 方向性 

高い 高い 効率的である 継続 

【外部評価委員からの主な意見】有形文化財、無形民俗文化財、記念物等が適正に管理さ

れ、活用されることは、文化財の保存・継承という大切な目的のために必要なことと考え

ます。地道な仕事ではありますが、しっかりやっていただきたいと思います。意識改革と

情報交換の賜物か、後継者の新規加入などもあり、事業の効果が見られています。継続し

てお願いします。 
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 １ スポーツ・レクリエーション活動の充実・支援 

   生涯スポーツ社会の実現に向け、スポーツ教室・大会等を充実し、スポーツ・レク

リエーション団体及び指導者を育成するとともに、施設や団体等の情報提供体制を整

備します。 

 ２ 施設の整備・充実・活用 

   市民総合運動公園等の社会体育施設の整備・充実はもとより、学校・公民館等の体

育施設の有効活用並びに障害者にやさしい施設の整備・充実及び効率的な利用を促進

します。 

                  

 

１ スポーツ・レクリエーション活動の充実・支援 

事業名 各種スポーツ大会出場費補助事業 所管 スポーツ推進課 

事 業 内 容 

市内に在住し、在勤し、又は在学する者に対し、関東大会、全国大会等

のスポーツ大会に出場する際の経費の一部を出場区分等に応じて補助する

ことで、出場者の経済的負担の軽減を図り、もって各種スポーツ大会への

参加促進及び市民スポーツの振興に寄与します。 

指 標 ３０年度目標 ３０年度実績 

申 請 件 数 71件 71件 

補 助 金 額 800,000円 895,000円 

指 標 に 対 す る 

達 成 度 

・申請件数：100％ 

・補助金額：111％ 
目標どおり達成できました。 

自己 

評価 

【評価、意見等】各種スポーツ大会への参加を促し、市民の体力向上に寄与しているた

め、継続して実施していく必要があると考えます。 

外部 

評価 

必要性 有効性 効率性 方向性 

高い 高い 効率的である 継続 

【外部評価委員からの主な意見】各種スポーツ大会に参加する際に、諸経費の一部を補助

することは、出場者の経済的負担を軽減し、参加者の意欲を増進して、市民スポーツの振

興に大いに寄与するものと考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本計画  スポーツ・レクリエーション 

施策の方針 

平成３０年度の主な事務事業の目標、実績、自己評価、外部評価等 
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２ 施設の整備・充実・活用 

事業名 市民総合運動公園管理事業 所管 スポーツ推進課 

事 業 内 容 

指定管理者による施設の管理及び運営を行っていますが、施設の設置者

として施設改修や備品購入等を効率的に実施しています。 

体育館等の各施設は、老朽化が著しく、様々な箇所で修繕の必要がある

ため、計画的に改修及び更新をし、長寿命化を図ります。 

指 標 ３０年度目標 ３０年度実績 

改修工事・修繕・

備 品 更 新 件 数 
12件 24件 

利 用 者 数 375,000人 385,337人 

指 標 に 対 す る 

達 成 度 

・改修工事・修繕・備品更新件数：

200％ 

・利用者数：103％ 

目標どおり達成できました。 

自己 

評価 

【評価、意見等】市のスポーツ活動の拠点となる本施設の機能維持を図るため、老朽化し

た施設等を計画的に改修し、施設利用者が安心して安全で快適に施設を利用できるよう努

めます。 

外部 

評価 

必要性 有効性 効率性 方向性 

高い 高い 高める余地有 継続 

【外部評価委員からの主な意見】指定管理者による施設の管理・運営は、予算的にも効率

的であります。運営面においては、新しいアイデアや企画が提案されて実施され、利用者

が喜んで、安全で快適に施設を利用しています。施設は、建設後４０年が経過し、老朽化

が進んでいるため、計画的かつ効率的に改修や更新が必要であると考えます。 

 

事業名 学校体育施設開放事業 所管 スポーツ推進課 

事 業 内 容 

 市内のスポーツ施設が不足していることから、市民が身近にスポーツに

親しむことができる場が限られているため、学校教育に支障のない範囲で

学校体育施設を開放することにより、これを補っています。 

施設利用団体の登録事務をはじめ、利便性向上のため、消耗品の購入及

び夜間照明施設の保守、修繕等を行っています。 

指 標 ３０年度目標 ３０年度実績 

消 耗 品 等 の 

購 入 品 目 数 
7点 28点 

登 録 団 体 数 150団体 139団体 

指 標 に 対 す る 

達 成 度 

・消耗品等の購入品目数：400％ 

・登録団体数：92％ 
目標どおり達成できました。 

自己 

評価 

【評価、意見等】健康志向が高まる中、スポーツの需要が増し、また、種目が多様化して

いることから、各地域におけるスポーツ活動の場を確保するために、学校体育施設の利用

は必要不可欠であると考えています。 

外部 

評価 

必要性 有効性 効率性 方向性 

高い 高める余地有 高める余地有 継続 

【外部評価委員からの主な意見】学校教育に支障のない範囲で、学校体育施設を開放する

ことは、スポーツ愛好者にとっては有効な手段と考えます。厳しい財政状況の中、今後は

受益者負担もやむを得ないものと考えます。 
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事業名 運動公園施設管理事業 所管 スポーツ推進課 

事 業 内 容 

 日常的な維持及び管理に加え、冠水により表土が流出したグランドの復

旧やベンチ等の施設の老朽化への対応をする等、運動公園の利用者がいつ

でも安全で快適に利用できるよう施設の整備を行っています。 

指 標 ３０年度目標 ３０年度実績 

管 理 委 託 件 数 4件 7件 

利 用 者 数 130,000人 130,772人 

指 標 に 対 す る 

達 成 度 

・管理委託件数：175％ 

・利用者数：100％ 
目標どおり達成できました。 

自己 

評価 

【評価、意見等】グラウンド整備や老朽化した施設を計画的に改修し、利用者が安全で快

適に利用できるよう努めます。 

外部 

評価 

必要性 有効性 効率性 方向性 

高い 高い 高める余地有 継続 

【外部評価委員からの主な意見】健康志向が高まる中、市内の運動公園の利用者も増加傾

向にあります。利用者がいつでも、安全で快適に利用できるよう、老朽化した施設を計画

的に改修し、修繕し、及び整備することは、行政の責務です。 
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１ 総合教育会議の開催状況 

開催日 内     容 

平成３０年６月２７日 不登校児童・生徒への対応について 

平成３０年９月２５日 学校支援員について 

平成３０年１２月２６日 学校運営協議会（コミュニティ・スクール）の設置について 

平成３１年３月２６日 坂戸市立中学校における部活動について 

 

２ 教育委員会会議の開催状況 

 ・議案数  ４７件（原案可決４７件）  

・請願    ２件（不採択２件） 

・専決処理  １件 

 

開催日 内     容 

平成３０年４月１９日 

 

 

平成３０年度坂戸市教育行政重点施策の策定について 

坂戸市立中学校部活動指導員の委嘱について 

坂戸市立中央公民館非常勤職員の委嘱について 

平成３０年５月１５日 平成３０年度一般会計教育費補正予算について 

 
坂戸市健康増進施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する

条例の制定について 

 坂戸市教育委員会外部評価委員の委嘱について 

 坂戸市スポーツ推進審議会委員の辞職について 

 坂戸市スポーツ推進審議会委員の委嘱について 

 坂戸市スポーツ推進委員の委嘱について 

 坂戸市立公民館運営審議会委員の辞職について 

 坂戸市立公民館運営審議会委員の委嘱について 

 坂戸市幼児教育の在り方に関する検討会設置要綱の制定について 

平成３０年６月２７日 坂戸市社会教育委員の委嘱について 

 坂戸市立同和対策集会所運営委員会委員の辞職について 

 坂戸市立同和対策集会所運営委員会委員の委嘱について 

 坂戸市立図書館協議会委員の委嘱について 

平成３０年７月２４日 平成３１年度使用小学校用教科用図書の採択について 

 

平成３１年度使用中学校用教科用図書「特別の教科 道徳」の採択

について 

坂戸市いじめ問題対策連絡協議会委員の委嘱について 

総合教育会議等の状況 
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平成３０年８月１４日 平成２９年度一般会計教育費決算について 

 平成３０年度一般会計教育費補正予算について 

 
平成２９年度教育委員会に関する事務の管理及び執行の状況の点検

及び評価について 

 
坂戸市健康増進施設の設置及び管理に関する条例施行規則の一部を

改正する規則の制定について 

平成３０年９月２５日 平成３１年度当初坂戸市立小・中学校教職員人事異動の方針について

 坂戸市立三芳野公民館非常勤職員の辞職について 

 坂戸市立三芳野公民館非常勤職員の委嘱について 

平成３０年１１月８日 平成３０年度一般会計教育費補正予算について 

 
議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例等の一部を改正

する条例の制定について 

 指定管理者の指定について 

平成３０年１２月２６日 坂戸市立同和対策集会所運営委員会委員の辞職について 

平成３１年２月８日 平成３０年度一般会計教育費補正予算について 

 平成３１年度一般会計教育費当初予算について 

 
坂戸市健康増進施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する

条例の制定について 

 平成３１年度当初坂戸市立小・中学校校長の人事について 

 坂戸市立同和対策集会所運営委員会委員の委嘱について 

 
坂戸市立小・中学校県費負担教職員の自家用自動車の公務使用に関

する取扱要綱の一部を改正する告示について 

 坂戸市スポーツ推進計画中間年次改訂版の策定について 

平成３１年３月２６日 坂戸市立小・中学校学校薬剤師の辞職について 

 坂戸市立小・中学校学校薬剤師の委嘱について 

 坂戸市教育委員会職員の任免について 

 坂戸市教育センター所長の委嘱について 

 坂戸市立中学校部活動指導員の委嘱について 

 坂戸市社会教育指導員の委嘱について 

 坂戸市立勝呂公民館非常勤職員の辞職について 

 坂戸市立勝呂公民館非常勤職員の委嘱について  

 坂戸市立図書館運営規則の一部を改正する規則の制定について  

 
坂戸市中学生社会体験チャレンジ事業推進委員会設置要綱を廃止する

告示について 
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〇請願 

請願日 内     容 

平成３０年７月８日 ２０１９年度使用中学校道徳教科書の採択に係る請願について 

平成３１年１月１７日 
坂戸南小学校、奥隅一之校長、足立憲治教頭の転勤・異動に関する

請願について 
 

〇専決処理 

専決処理日 内     容 

平成３１年１月２１日 坂戸市教育委員会職員の配置換えについて 

 

 ３ 教育委員会協議会の開催状況 

  〇協議事項及び報告事項 

開催日 内     容 

平成３０年４月１９日 坂戸市教育委員会後援依頼等に関する件 

   平成２９年度坂戸いじめ等の防止に関する調査結果について 

 平成２９年度不登校児童生徒数について 

 平成２９年度児童生徒の交通事故について 

 平成３０年度坂戸市立教育センター教育相談員等について 

 平成３０年度学校教育課グランドデザインについて 

 

第１７回坂戸市民スポーツフェスティバルについて 

春の図書館まつりについて 

学力のびのび塾の募集について 

平成３０年５月１５日 坂戸市教育委員会後援依頼等に関する件 

 平成３０年度教科書採択並びに教科書展示会について 

 第３回伝統芸能発表会について 

 「学力のびのび塾」の募集結果について 

 第１７回坂戸市民スポーツフェスティバルの結果について 

 平成２９年度公民館・地域交流センター事業報告書について 

 平成３０年度公民館・地域交流センター事業計画書について 

 

平成３０年度公民館・地域交流センター定期利用団体一覧表について 

春の図書館まつり開催結果について 

障害者スポーツ大会について 

平成３０年６月２７日 坂戸市教育委員会後援依頼等に関する件 

 
教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価の概要につい

て 

 坂戸市子ども議会の開催について 
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 第３回伝統芸能発表会の開催結果について   

 第２２回坂戸市埋蔵文化財出土品展の開催について 

 坂戸市民プールのオープンについて 

 
第３１回県民総合体育大会兼第３回坂戸市ラケットテニス大会につい

て 

  第３回坂戸市長旗関東古希軟式野球大会について 

 「家庭の約束」リーフレットについて 

 Ｓａｋａｄｏ Ｅｎｇｌｉｓｈ Ｃａｍｐの実施について 

 ６月議会定例会市政一般質問・答弁概要について 

平成３０年７月２４日 坂戸市教育委員会後援依頼等に関する件 

 夏季休業期間における小学校水泳指導への指導者の派遣について 

 第５回坂戸市図書館を使った調べる学習コンクールの募集について 

 大川平三郎伝記（子ども版）読書感想文コンクールの募集について 

  夏の図書館まつりについて 

 勝呂廃寺の発掘調査について 

 小中学校におけるブロック塀等の安全点検について 

  市民総合運動公園の事故及び脱水症と熱中症による救急搬送について 

平成３０年８月１４日 坂戸市教育委員会後援依頼等に関する件 

 坂戸子ども議会の開催結果について 

 第１回坂戸市いじめ問題対策連絡協議会について 

 坂戸市立中学校の部活動方針（案）について 

 第２２回坂戸市埋蔵文化財出土品展の開催結果について 

 第１４回坂戸市長旗関東還暦軟式野球大会について 

 平成３０年度地区市民体育祭について 

 平成３１年坂戸市成人式について 

 夏の図書館まつりの開催結果について 

 平成３１年度当初予算要求に関する実施計画書について 

 図書館要覧について 

 Ｓａｋａｄｏ Ｅｎｇｌｉｓｈ Ｃａｍｐの報告について 

 水泳授業へのスイミングスクール指導者を派遣した結果について 

平成３０年９月２５日 坂戸市教育委員会後援依頼等に関する件 

 勝呂廃寺発掘調査について 

 平成３０年度坂戸市民プール利用者数について 

 平成３０年度公民館・地域交流センター文化祭について 
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第１０回地域相互協力図書館合同主催公開講座 

「健康食品との正しいつきあいかた」の開催について 

 ９月議会定例会市政一般質問・答弁概要について 

平成３０年１０月２３日 坂戸市教育委員会後援依頼等に関する件 

 いきいき学舎検討委員会について 

 平成３０年度地区市民体育祭の結果について 

 秋の図書館まつりの開催結果について 

平成３０年１１月８日 坂戸市教育委員会後援依頼等に関する件 

 第５回坂戸市図書館を使った調べる学習コンクール結果報告について 

 １１月１７日の少年の主張大会について 

 １１月１１日の市内文化祭と図書館まつりの視察について 

平成３０年１２月２６日 坂戸市教育委員会後援依頼等に関する件 

 平成３１年度坂戸市立末広幼稚園園児（４歳児）募集結果について 

 平成３０年度少年の主張大会の結果について 

 第１８回坂戸市民チャリティマラソンの結果について 

 平成３０年度高麗川ふるさと健康ウォーキングの実施について 

 平成３０年度公民館・地域交流センター文化祭の結果について 

 秋の図書館まつりの結果について 

 １２月議会定例会市政一般質問・答弁概要について 

 平成３１年坂戸市成人式式典登壇者について 

平成３１年１月２２日 坂戸市教育委員会後援依頼等に関する件 

 第１８回坂戸市民スポーツフェスティバルについて 

 平成３１年坂戸市成人式の結果について 

平成３１年２月８日 坂戸市教育委員会後援依頼等に関する件 

 平成３０年度小・中学校卒業式について 

 
大川平三郎伝記（子ども版）読書感想文コンクールの結果報告につ

いて 

平成３１年３月２６日 坂戸市教育委員会後援依頼等に関する件 

 平成３１年度坂戸市教育行政重点施策（案）について 

 平成３１年度始め式及び辞令交付式について 

 坂戸市幼児教育の在り方に関する検討会提言書について 

 第２次坂戸市いきいき学舎検討委員会中間報告について 

 平成３０年度第２回坂戸市いじめ問題対策連絡協議会の報告について 

 
平成３１年度坂戸市立小・中学校入学式出席者の確認及び教育委員

会のことばについて 
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 平成３１年度坂戸市立小・中学校当初人事について 

 平成３１年度新採用教職員及び転入教職員着任式について 

 平成３０年度学力のびのび塾の結果について 

 ３月議会定例会市政一般質問・答弁概要について 

 

４ 教育長及び教育委員が構成員として会議、視察研修等に出席した各種連合会、協議

会等 

 ・全国都市教育長協議会        

 ・関東地区都市教育長協議会 

・埼玉県都市教育長協議会 

・埼玉県市町村教育委員会教育長研究協議会 

 ・埼玉県市町村教育委員会連合会 

 ・埼玉県市町村教育委員会教育委員研究協議会 

・西部教育事務所管内市町村教育委員会教育長会議 

 ・入間地区教育委員会連合会 

 ・入間北部教育委員会連絡協議会 

 ・入間・比企地区合同教育長・教育委員研修会 

 

５ 教育委員出席の主な行事等 

 ・年度始め式及び辞令交付式 

 ・小中学校入学式 

・小学校運動会 

・中学校体育祭 

・中学校文化祭 

・地区体育祭 

・公民館文化祭 

・子ども議会 

・小中学校音楽祭 

・成人式 

・小中学校卒業式 
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 教育委員会に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価については、平成２０

年度から、坂戸市総合振興計画に掲げられた教育委員会所管の事務事業を対象として実

施してまいりました。 

 今年度の点検評価は、第６次坂戸市総合振興計画後期基本計画の平成３０年度の取組

を対象といたしました。その結果、全１９の施策における各事業が着実に取り組まれて

いることを確認しました。ここで改めて確認した成果や課題、今後の方向性を基に、今

年度の事業を推進してまいります。 

 中には、目標を達成できなかった指標がありましたが、改善に努め、目標値の達成を

目指してまいります。 

 本市教育委員会では、「学び合い交流する人づくりのまち」を教育の基本理念として

掲げ、子どもから高齢者までの誰もが学び合い、伝統と文化を伝える機会や、交流活動

のできる場所づくりを支援してまいります。 

最後に、貴重な御意見や御提言をいただきました外部評価委員のお二方に、心からお

礼申し上げます。 

 

 

◆ 結びに 


